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会 議 録（概要） 

会議の名称 令和２年度 第１回佐渡市児童館運営懇談会 

開 催 日 時 令和２年 10 月 15 日（木） 午前 10 時～11 時 15 分 

場 所 佐渡市役所 本庁３階 大会議室 

議 題 

１ 令和２年度佐渡市児童館事業経過報告について 

２ 今後の児童館運営について 

３ 情報交換 

会議の公開・非公開 
（非公開とした場
合は、その理由） 

公開 

出 席 者 

参 加 者 

 

児童館職員 

 

事 務 局 

 

子ども若者課長  大屋 広幸 

有識者 ６名 

ちのわの家館長  小田きみえ 

畑野児童館館長  渡邉 則子 

子ども若者課子育て支援係長  余湖 雅美 

子ども若者課子育て支援係主任 須田 大輔 

会 議 資 料 別紙のとおり 

傍聴人の数 ０人 

備 考  

 

会議の概要（発言の要旨） 

発言者 議題・発言・結果等 

 

 

 

 

 

 

事務局 余湖 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題１ 令和２年度佐渡市児童館事業経過報告について 

 別紙報告書のとおり。 

 

議題２ 今後の児童館運営について 

【前回までのまとめ】 

<加茂地区>  

・児童館ちのわの家は、土地の傾斜が進行していることにより、建物に歪

みが発生し大規模な修繕が必要な状況となっており、児童が利用する施

設として危険度が高く、事業継続が困難となっている。 

・加茂小学校の学童設置については、保護者へのアンケート調査を行った

結果、一定のニーズを確認できたが、小学校には空き教室がないことか

ら、学校以外の場所での設置を検討する。 

・学童設置となれば、児童館は廃止する方向で進めることになる。令和２

年度に候補地選定、令和３年度に予算計上し、年度内整備が可能であれ

ば令和４年度開設を目標に進める。 
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事務局 余湖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座長 A 氏 

 

ちのわの家 

小田館長 
 

事務局 余湖 

 

 

B氏 

 

 

事務局 余湖 

 

 

 

畑野児童館 

渡邉館長 
 

事務局 余湖 

 

 

 

<畑野地区> 

・畑野児童館は、平成 30 年度に屋根の全面改修が終了しており、建物と

して当面利用可能なため、児童館機能を維持しながら、学童化に向けて

検討を進める。 

・畑野児童館の柔剣道場は、地区の柔道教室や畑野中学校が利用している

こともあり、学童化を進めるにあたっては、教育委員会との協議も必要。 

 

【今後の予定】 

<加茂地区> 

・加茂小学校以外での学童候補地を検討した結果、小学校近隣の現在使用

していない公民館施設を提供してもらうことで話を進めている。当該施

設を利用することになれば建物の改修が必要となるため、令和３年度予

算に改修に係る経費を計上する予定。 

・学童設置及び児童館の廃止について、今後は保護者に対しての説明を行

っていく。 

 

<畑野地区> 

・具体的な時期は提示できないが、加茂の学童化を進めながら、畑野につ

いても関係者への説明や協議を進めていく。 

 

・前回から交代した方もいるため、前回までの概要を含め説明してもらっ

た。初めて聞く部分もあったが、ここまでで質問はないか。 

・公民館施設の改修はどのような内容か。トイレの洋式化などは、子ども

の生活で大事なところである。 

・地区で利用していた建物で、ホール、和室、トイレ、調理室がある。建

物自体の大きな改修は必要ないが、トイレの洋式化、エアコン設置など

子どもが使用するのに不自由のないようにしたい。 

・公民館の目の前は事業所の駐車場になっている。配送の車や事務所の方

などが頻繁に出入りしている。子どもたちが前を通る時に危険ではない

かと思う。 

・日中の交通量が多い場所ではある。学校からの経路として、どうしても

駐車場入口の前を通ることになるので、事業所にも相談しながら注意看

板を立てるなどの対策をしたいと考えている。通所時間帯は支援員が迎

えに出るなど安全を確保しながら子どもを受け入れる形にしたい。 

・加茂の方は令和４年から学童開設ということだが、畑野もそれに倣って

４年から学童になるのか。 

・学童化にあたっては国の補助金を活用する必要があるため、国への申請

を順序立ててやっていく必要がある。まずは、緊急性の高い加茂を整備

しながら並行して進める形になるため、現時点で具体的な時期は示すこ

とができないが、畑野にも学童の利用希望者はいるので、この懇談会で
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座長 A 氏 

 

事務局 余湖 

 

 

 

渡邉館長 

 

 

事務局 余湖 

 

小田館長 

 

事務局 余湖 

 

子ども若者課 

大屋課長 
 

C 氏 

事務局 余湖 

C 氏 

 

 

 

 

事務局 余湖 

 

 

C 氏 

事務局 余湖 

 

 

 

 

C 氏 

 

 

事務局 余湖 

 

座長 A 氏 

も相談しながら早めに進めたいと考えている。 

・畑野児童館が学童に代わるとなると、それに伴って施設改修を行う予定

はあるか。 

・学童として利用しやすい施設にする必要があるし、柔剣道場も中の畳が

痛んでいる状態なので、柔剣道場をホールにするなどして遊び場を確保

することも必要となってくる。要望等あれば意見をいただき反映させて

いきたい。 

・柔剣道場は以前から畳の状態が悪いが、それでも何とか使っているよう

だ。普段は子どもたちも遊ばせてもらっているが、転んでも畳の方が安

全に思える。 

・畳については維持が大変であり、以前から入れ替える方針はないとして

いる。学童ということになれば畳敷きではない方向で考えたい。 

・公民館の建物の中の様子が分からないので見せてほしい。イメージが湧

かない。 

・いずれは中の確認もしていただきたいと思っている。実際に使う人達の

意見も取り入れながら進めたい。 

・最近まで使われていた施設なので、何年も空いていたというわけではな

い。業者の見立てでは改修も最小限でいいとのことである。 

・公民館施設は、ちのわの家と同じくらいの広さがあるか。 

・ちのわの方が広い。 

・低学年の子ども 30 人以上に高学年も含めると、ちのわの家でも狭いと

感じる。元気な子が多いということもあり、狭い中で過ごすということ

が心配である。また、確認だが、児童館が無くなって学童に代わるのが

令和４年、それは小学校の改修工事とともに学校の敷地内にできるとい

うことか。 

・学校や学校の敷地内ではなく公民館施設内に整備する。これまでも小学

校内での開設を希望してきたが、どうしても空き教室がないということ

で、学校以外の施設を利用する形となった。 

・金井小学校のように別館として学童の部屋を整備できないか。 

・残念ながら難しい。加茂小学校の長寿命化改修工事は、躯体を残して行

い、面積が拡張するわけではないので、学校内に空きスペースがないの

には変わりない。また、学校敷地内は、以前グラウンドの奥にプレハブ

を建ててはどうかという提案もあったが、改修工事が始まると敷地一体

を何らかの形で使用するため、敷地内での設置も難しい。 

・前任校では空き教室で学童を行っていたが、トイレも共有で区切りがな

く非常にやり難いと感じていた。空き教室で学童という考え方は難しい

と思う。 

・市としては、国の方針や児童の安全確保などから、学童は学校の中にあ

るのが最良の形と考えているので、相談は継続させていただきたい。 

・公民館施設での学童開設は決定事項ということでよいか。 
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事務局 余湖 

小田館長 

事務局 余湖 

小田館長 

事務局 余湖 

 

 

D 氏 

 

 

事務局 余湖 

 

小田館長 

 

D 氏 

 

 

 

 

 

B 氏 

 

 

小田館長 

 

B 氏 

 

 

 

事務局 余湖 

 

E 氏 

 

 

B 氏 

事務局 余湖 

B 氏 

 

 

 

・来年度予算に計上する予定としている。 

・学童の利用人数、定員はどのくらいを見込んでいるか。 

・30～40 人を見込んでいる。 

・申請を出しても入れない人もいるのか。 

・児童館と異なり、共働きで日中保護者がいないなど一定の条件がある。

児童館と学童では利用方法に違いがあるが、知らない方もいるのではな

いかと思う。 

・自分は興味を持って調べたが、おそらくまだ知らない人が多いと思う。

申し込みや毎月お金がいるなど。学童が始まるとなると、改めて色々な

疑問が出てくるので、丁寧に説明をしていった方がよいと思う。 

・学童化の説明にあたって、最初はちのわの家の役員会から始めたいと思

っている。 

・まず役員会、その後保護者でよいと思う。文書よりも言葉で説明した方

がよい。 

・休日早い時間から預かってほしいとか、児童館は 6 時までしか利用でき

ないなどで実際に困っている方は、学童になればそれができるというこ

とで敏感に情報を集めているが、今の状況が合っている方、好きな時に

連れて行って気軽に預かってもらい、お金がかからない児童館で十分

で、学童そのものに興味がない方には情報が届きにくい。説明が行き渡

るようお願いしたい。 

・前回の会議後、学童と児童館の違いを調べてみた。色々と違いはあるが、

ちのわの家が使えないという事であれば、公民館を有効に使い、皆さん

に理解していただいくしかない。 

・学校内にあれば体育館やグラウンドが使えるが、公民館で長期休みに一

日過ごすとなると子どもたちにストレスが溜まる可能性がある。 

・夏休みや子どもたちが一日いるような時は、近くの体育館を貸してもら

うなど近隣の施設を利用してはどうか。保護者や民生委員など皆さんか

ら知恵を出してもらい、手を貸してもらいながら上手くやっていくしか

ないと思う。 

・学校併設でない学童は、実際に近くの体育館を借用している。長期休み

に関しては、運動や出歩く時間を設けるなど工夫している。 

・前任校では学校の隣に学童があって、体育館やグラウンドを使いたい時

は、支援員が申請に来て使用のやり取りをしていた。前庭を使ったりも

でき、学校の近くにある学童は便利だと思う。 

・学童では児童に保険を掛けているか。 

・掛けている。 

・ちのわの家を利用する子どもの中には、実際には家に帰れる子もいる。

子どもが行きたいから行くという子や、保護者に迎えに来てほしくて児

童館で待っている子がいるが、お金が発生することになれば、そういう

子は家に帰る。今、ちのわの家は 40～50 人の利用があり大変だと聞く。
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C 氏 

 

 

 

 

 

 

B 氏 

 

 

 

 

 

小田館長 

事務局 余湖 

 

小田館長 

事務局 余湖 

渡邉館長 

 

 

 

事務局 余湖 

 

 

座長 A 氏 

 

 

 

座長 A 氏 

 

渡邉館長 

大屋課長 

 

 

 

 

本当に必要な人はお金を払ってでも預かってほしいだろうから、学童に

は賛同してくれると思うし、本当に必要な人が申し込むことで、しっか

りとした線引きができると思う。 

・学童は本当に線引きがしっかりしていて、家に誰か一人でも見てくれる

人がいると利用できない。学校の参観日などで保護者が休みをもらう

と、その日は家の人が帰ってきているとみなされて子どもは預かれない

とか、シビアだけれども線引きがしっかりしている。本当に必要な人だ

けが使うことになると思う。今までゆるゆるで預かってもらっていた方

は、なぜ無くなるのかと不満に思うかもしれないので、その辺はしっか

り説明していかないといけない。 

・保育園の例でいえば、土曜保育が始まる、延長もします、給食もありま

すと決まった時に結構な数の申し込みがあったが、ふたを開けてみたら

利用しない人が多かった。給食をお弁当にしたら来なくなった人が更に

増えて困ったと聞いている。必要な人はお弁当を持たせてでも利用す

る。そういった例もあるので、きちっとした線引きができた方がよいと

思う。 

・学童の 1 か月ごとの利用は保護者が連絡するのか。 

・利用の前月に予定表を出してもらう。土曜は完全予約制ということもあ

り職員のシフトを組む都合上、必ず事前に提出してもらっている。 

・急にキャンセルしたい時は学童に連絡すればよいか。 

・その通り。 

・畑野児童館は遊びたい子が来るというのがほとんど。長期休みになると

本当に困る人は真野や新穂のクラブに行っているが、利用数からすると

わずかだと思う。1 年生 33 人のうち毎日 20 人位来ているが、自由に友

達と遊べる点がよいと思っている。 

・両津地区は両津小や両津吉井小に学童があるが、畑野は学童がなく児童

館一本でやってきた経緯がある。畑野の方にも学童と児童館の違いを丁

寧に説明することから始めたい。 

・その他気が付いたことがあれば事務局に伝えてほしい。事務局はスケジ

ュールを調整して早めに進められたい。 

 

議題３ 情報交換 

・情報交換ということで、児童館以外のことでもよいので発言いただきた

い。 

・佐和田児童クラブの遊戯室の開放が始まったが、利用状況はどうか。 

・10 月４日の最初の日は、天候曇り、午前午後あわせて 61 人の親子にお

出でいただいた。利用者は地元の佐和田のほか両津、金井、畑野、新穂、

真野、羽茂から来ている。11 日は天候晴れ、63 人の方に利用いただい

た。佐和田、両津、金井、相川、畑野、新穂など国仲を中心としての利

用があった。利用の時間帯が分散しているため、密になる状態もなく、
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渡邉館長 

事務局 余湖 

B 氏 

 

 

 

渡邉館長 

事務局 余湖 

 

 

 

B 氏 

 

小田館長 

 

 

渡邉館長 

 

 

 

小田館長 

 

 

C 氏 

 

事務局 余湖 

 

 

小田館長 

 

事務局 余湖 

 

 

 

座長 A 氏 

利用制限をかけることもなかったが、これが天候の悪い時期になればも

っと利用が増えていくのか、外に出にくいことから今の人数くらいで収

まるのか、その辺は状況を見て判断したいと思っている。 

・小学生も利用できるというが保護者同伴か。年齢は低い子が多いか。 

・保護者同伴をお願いしている。小さいお子さん連れが多い。 

・実際に利用された方から、父母と 2 歳児、1 歳児の 4 人で行き 1～2 時

間利用したが、ボール遊びや走り回ることができてよかったと聞いた。

親子で遊べる場所がなかなかないところ無料で利用できるのはよいと

思う。 

・大型遊具などは揃っているのか。 

・学童用の遊戯室なので大型遊具は入れられないが、壁面でボルダリング

ができるほか、ソフトブロックなど学童の遊具を共有している。小さい

お子さん用には子育て支援センターの遊具を貸し出している。 

 

・以前ちのわの家を利用していた時は、勉強してから遊ぶというルールだ

ったが、今はどうか。 

・低学年の子は学校が終わり、そのまま遊んでしまうと家に帰って何もで

きなくなってしまうので、低学年の子は今でも宿題をやってから遊ぶと

いう約束にしている。高学年の子は本人の自主性にまかせている。 

・畑野児童館は自由にさせている。遊ぼうが宿題しようが一切言わない。

以前は高学年も多く来ていたが、このコロナ禍で 4 月に入り学校が休み

になった後は高学年が来ず、１～２年生がほとんどを占めている。目に

見えて高学年が来なくなった。 

・ちのわの家は高学年も来ている。中学生も時々入って来て小さい子と遊

んだりしている。ちのわの家が無くなると、高学年の子や中学生の行き

場がどうなるのか心配ではある。 

・学童は５～６年生は利用できないのか。特別支援の子などは受け入れら

れる場合があるようだが。 

・6 年生まで利用できるが、学童ごとに定員があり、定員を超えた場合は

低学年や配慮の必要なお子さんを優先させていただくという形でやっ

ている。実際には高学年の申請は少ない。 

・支援が必要な子が申し込んで利用できるようになった場合、その子に職

員１人がつくのか。 

・学童では人の手をずっと借りていなければならない状態だと利用自体が

難しい場合があるので、その辺りは個別に相談が必要となるが、職員や

補助員を増やして対応している。 

 

・意見や要望などがあれば事務局と連絡を取り合うこととして、当懇談会

を終了する。 
 

 


